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挨拶　星野　光群馬岳連会長

第
三
十
九
回
全
日
本
登
山
体
育
大
会
を
経
え
て

事
務
局
長
　
女
　
屋
　
等
　
志

第
三
十
九
回
全
日
本
登
山
体
育
大
会

は
、
数
多
く
の
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
を
育
て

た
谷
川
岳
を
舞
台
に
、
全
国
か
ら
四
四

一
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
日
本
山
岳

協
会
役
員
十
名
、
辞
馬
岳
連
役
員
二
二

二
名
の
総
勢
五
八
三
名
が
集
い
、
九
月

十
五
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
三
日
間
に

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
の
九
月
十
五
日
は
、
シ
ド
ニ

ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式
と
同
じ
日
で

し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
登
山
行
動
日

の
十
六
日
は
、
台
風
十
四
号
が
沖
縄
付

近
に
、
十
七
号
が
小
笠
原
付
近
に
発
生

し
、
こ
の
影
響
に
よ
り
悪
天
候
と
な
り
、

計
画
ど
お
り
の
行
動
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
無
く
、

成
功
裡
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
、
利
根
郡
水
上
町
を
始
め
、
関
係

各
位
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
開
催
が
決
定
さ
れ
て
か
ら
一

年
半
の
準
備
期
間
が
あ
り
ま
し
た
が
、

岳
連
内
に
全
日
本
登
山
体
育
大
会
の
ム

ー
ド
を
起
こ
す
に
は
、
ま
ず
は
大
会
の

テ
ー
マ
が
決
ま
ら
な
い
と
な
か
な
か
盛

り
上
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
た
。
大
会
の
テ
ー
マ
は
、
高
体
連

登
山
部
生
徒
を
含
む
岳
連
会
員
か
ら
募

集
し
、
応
募
数
四
五
点
の
中
か
ら
酵
馬

高
体
連
登
山
部
委
員
長
の
小
林
達
也
さ

ん
の
　
「
魔
の
山
な
ん
て
誰
が
言
う
　
味

わ
い
深
し
谷
川
岳
」
　
が
最
優
秀
賞
と
し

て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
運
営
組
織
の
編
成
で
す
が
、
加

盟
団
体
か
ら
役
員
の
推
薦
を
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
予
定
す
る
人
数
が
集
ま
ら

な
い
た
め
、
再
度
加
盟
団
体
へ
依
頼

し
、
よ
う
や
く
一
四
三
名
を
確
保
し
ま

し
た
。
組
織
の
業
務
内
客
は
山
田
昇
記

念
杯
登
山
競
争
大
会
の
経
験
と
先
催
県

を
参
考
に
し
、
中
枢
と
な
る
の
は
登
山

部
・
輸
送
宿
泊
部
で
あ
り
、
こ
の
部
長

と
総
務
を
担
当
す
る
事
務
局
長
を
決

め
、
全
日
登
山
体
育
大
会
の
事
務
所
に

は
、
岳
連
参
与
の
石
井
謙
一
郎
さ
ん
の

ご
厚
意
に
よ
り
、
氏
が
経
営
す
る
　
「
山

と
ス
キ
ー
の
店
石
井
楼
蘭
」
　
に
構
え
、

本
年
に
入
っ
て
か
ら
本
格
的
に
準
備
に

取
り
か
か
り
ま
し
た
。

酵
馬
大
会
の
大
き
な
特
徴
は
、
谷
川

岳
の
本
格
的
な
登
撃
コ
ー
ス
五
コ
ー
ス

を
組
み
入
れ
た
こ
と
で
、
こ
れ
を
担
当

す
る
コ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ

ー
は
、
数
多
く
の
登
撃
歴
を
持
つ
、
若

い
会
員
を
選
考
し
ま
し
た
。
医
療
救
護

部
に
は
、
轄
馬
大
学
医
学
部
の
斎
藤
繁

ド
ク
タ
ー
に
全
面
的
に
ご
指
導
を
い
た

だ
き
、
本
番
に
は
悪
天
候
に
も
め
げ
ず
、

肩
ノ
小
屋
に
医
師
・
看
護
婦
を
配
置
し

て
い
た
だ
き
、
こ
と
あ
れ
ば
と
即
応
の

態
勢
を
し
て
い
た
た
た
き
ま
し
た
。

会
場
が
谷
川
連
峰
と
い
う
こ
と
で
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
は
豊
富
に
あ
り
ま
す
が
、

全
国
か
ら
訪
れ
る
参
加
者
の
事
前
研
究

を
考
慮
し
、
登
山
コ
ー
ス
及
び
登
撃
コ

ー
ス
も
で
き
る
だ
け
詳
細
に
調
査
し
て

盛
り
込
ん
だ
つ
も
り
で
し
た
が
、
そ
の

分
時
間
を
費
や
し
、
全
国
発
送
が
六
月

に
な
っ
て
し
ま
い
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
が
、
閉
会
式
で
大
会
委
員
長

の
内
藤
順
造
氏
か
ら
　
「
事
前
に
学
習
で

き
る
十
分
な
資
料
」
　
と
の
お
言
葉
を
い

た
だ
き
、
苦
労
が
実
っ
た
と
安
堵
し
て

お
り
ま
す
。

七
月
に
入
る
と
、
全
国
か
ら
参
加
申

込
書
が
ボ
ツ
ボ
ツ
と
届
き
始
め
ま
し
た

が
、
下
旬
に
大
会
事
務
局
長
が
一
身
上

の
都
合
か
ら
業
務
を
去
り
、
岳
連
の
日

常
事
務
や
十
月
一
目
の
山
田
杯
の
準
備

で
も
、
事
務
局
は
結
構
な
業
務
を
抱
え

て
い
る
中
で
、
「
い
ま
さ
ら
事
務
局
長
を

探
し
て
も
時
間
を
費
や
す
だ
け
」
　
と
理

事
長
に
言
わ
れ
、
と
う
と
う
両
方
の
事

務
局
を
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

羽
目
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
連
日
連
夜
遅

く
ま
で
の
準
備
が
始
ま
り
、
大
会
ま
で

あ
と
十
五
日
を
残
す
段
階
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
準
備
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
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まんぐ畠山

か
、
業
務
で
何
が
遅
れ
て
い
る
の
か
を
、

そ
し
て
今
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
る

と
、
い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
ず
、
一
部

の
役
員
の
方
に
は
夜
中
に
電
話
や
フ
ァ

ク
ス
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
、

大
変
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
水

上
町
役
場
の
中
島
秀
明
さ
ん
に
は
、
役

場
内
は
勿
論
の
こ
と
、
観
光
協
会
、
宿

舎
等
地
元
の
調
整
、
最
後
に
は
懇
親
会

の
設
営
ま
で
ご
尽
力
を
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
、
氏
の
積
極
的
な
活
動
が
大
会

成
功
の
原
動
力
の
一
つ
と
思
っ
て
お
り

ます。先
催
県
の
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

者
名
簿
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
普

通
の
大
会
で
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
こ
れ
は
体
験
し
て
み
て
、
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
理
由
が
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
参
加
者
に
日
々
変
更
が

あ
る
こ
と
で
す
。
事
務
局
は
常
に
参
加

者
を
掌
握
し
、
輸
送
宿
泊
部
と
連
携
し

て
宿
舎
に
変
更
を
お
願
い
す
る
訳
で
す

が
、
毎
日
届
く
変
更
の
連
絡
に
は
ま
い

り
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
者
名

簿
を
掲
載
す
る
の
は
無
理
だ
と
い
う
こ

と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
参
加
者
名

簿
と
役
員
名
簿
は
別
冊
と
し
て
、
最
終

版
は
九
月
十
日
に
印
刷
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
変
更
も
あ
り
ま
し
た
。

二
日
目
の
登
山
行
動
日
は
、
あ
い
に

く
の
悪
天
候
の
た
め
途
中
で
中
断
し
た

コ
ー
ス
が
多
く
出
て
、
本
部
は
あ
わ
た

だ
し
く
通
信
部
に
入
る
無
線
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。
折
角
こ
の
日
の
た
め

に
長
い
時
間
準
備
し
て
き
ま
し
た
が
、

悪
天
候
に
は
お
手
上
げ
で
し
た
。
予
定

ど
お
り
実
施
さ
れ
た
縦
走
コ
ー
ス
は
、

平
標
山
、
吾
妻
耶
山
の
二
コ
ー
ス
と
、

登
撃
コ
ー
ス
の
マ
チ
ガ
沢
本
谷
で
す
。

マ
チ
ガ
沢
本
各
コ
ー
ス
は
、
時
間
が
遅

延
と
な
り
ま
し
た
が
、
全
員
無
事
に
下

山
で
き
た
こ
と
は
、
コ
ー
ス
を
担
当
し

た
役
員
の
行
動
と
経
験
の
賜
物
と
思
い

ま
す
。
支
援
に
回
っ
た
役
員
も
ま
た
、

手
際
良
い
対
応
を
行
い
、
轄
馬
岳
連
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し

た
も
の
と
思
い
ま
す
。

全
日
登
山
体
育
大
会
の
精
算
も
最
終

段
階
に
入
り
、
心
配
し
て
い
た
運
営
資

金
も
赤
字
決
算
は
免
れ
そ
う
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
、
全
国
の
岳
達
関
係
者
の
皆
さ

ん
、
岳
連
役
員
の
皆
さ
ん
、
水
上
町
関

係
者
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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まんぐ畠山

去
る
十
月
に
富
山
県
で
開
催
さ
れ
た

第
五
十
五
回
二
〇
〇
〇
年
と
や
ま
国
体

秋
季
大
会
山
岳
競
技
会
に
お
い
て
、
轄

馬
県
は
成
年
の
男
子
と
女
子
が
出
場
し

た。
男
女
と
も
三
種
目
の
う
ち
二
種
目
で

入
賞
、
総
合
で
男
子
は
十
位
と
惜
し
く

も
入
賞
を
逃
が
し
た
が
、
女
子
は
昨
年

よ
り
一
つ
上
げ
て
七
位
入
賞
と
大
健
闘

した。今
年
度
、
県
体
育
協
会
か
ら
入
賞
有

望
種
別
と
し
て
成
年
女
子
と
少
年
女
子

が
認
め
ら
れ
、
支
援
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

成
年
女
子
に
中
原
正
喜
氏
　
（
岳
連
参
与

・
ミ
ヤ
マ
山
岳
会
）
、
少
年
女
子
に
中
井

雅
彦
氏
　
（
高
体
連
・
渋
川
工
業
高
校
）

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
両
氏
と
も

公
私
多
忙
の
中
、
積
極
的
か
つ
献
身
的

に
、
男
子
も
合
わ
せ
て
辞
馬
チ
ー
ム
の

た
め
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
強
化
が

図
ら
れ
た
。
お
二
人
に
深
く
感
謝
致
し

ます。七
月
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
　
（
山
梨

県
）
　
に
お
い
て
、
成
年
女
子
は
一
位
で

本
国
体
出
場
権
を
獲
得
し
た
が
、
少
年

男
子
は
七
位
、
女
子
は
四
位
と
残
念
な

が
ら
実
力
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
。
こ

の
結
果
、
成
年
女
子
と
ス
ト
レ
ー
ト
出

場
の
成
年
男
子
の
出
場
が
決
ま
っ
た
。

さ
ら
に
成
年
女
子
チ
ー
ム
は
県
体
協
か

ら
強
化
指
定
を
受
け
、
引
き
続
き
支
援

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
中
原
氏
に
お
願
い
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

昨
年
は
九
月
に
は
盛
大
な
壮
行
会
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
皆
様
に
物
心
両
面

に
わ
た
る
激
励
を
い
た
だ
い
た
が
、
今

年
は
後
で
慰
労
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と

し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
現
地
合
宿
な
ど

に
励
ん
だ
。

十
月
の
山
田
杯
で
は
、
鏑
木
は
今
年

も
大
幅
に
大
会
記
録
を
更
新
し
て
連
続

優
勝
す
る
な
ど
、
順
調
に
仕
上
が
っ
て

い
っ
た
。

監
督
　
赤
松

選
手
　
鏑
木

桜
井

林

◆
成
年
女
子
◆

総
合
第
7
位

縦
　
走

踏
　
査

久
宇
（
太
田
山
岳
会
）

毅
（
轄
馬
県
庁
）

正
宏
（
月
夜
野
役
場
）

幸
男
（
自
営
業
）

（
入
賞
、
1
0
点
）

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

監
督
　
山
田

第
8
位
　
（
入
賞
）

第
日
位
　
（
入
賞
）

第
2
位
　
（
入
賞
）

豊
（
沼
田
山
岳
会
）

選
手
　
法
領
田
　
恵
（
前
橋
山
岳
会
）

女
屋
寿
美
子
〈
前
橋
山
岳
会
）

加
藤
　
揚
子
（
沼
田
山
岳
会
）

◇
男
女
総
合
（
天
皇
杯
）
◇

第
1
4
位
（
得
点
1
0
点
）

◇
女
子
総
合
（
皇
后
杯
）
◇

第
日
位
（
得
点
1
0
点
）

成
年
男
子
は
昨
年
度
縦
走
個
人
二
位

力
が
格
段
と
ア
ッ
プ
さ
れ
た
こ
と
と
踏

査
の
失
敗
が
大
き
な
原
因
で
あ
る
。
特

に
男
子
で
は
昨
年
の
入
賞
メ
ン
バ
ー
が

三
人
と
も
抜
け
た
穴
は
余
り
に
も
大
き

か
っ
た
。
女
子
は
昨
年
の
メ
ン
バ
ー
が

二
人
残
っ
た
が
、
上
記
の
よ
う
な
結
果

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

来
年
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
は
轄
馬

が
開
催
県
と
な
り
、
榛
名
町
で
実
施
さ

れ
る
。
地
元
で
あ
る
こ
と
の
他
に
少
年

の
踏
査
競
技
が
最
後
の
年
と
な
る
。
何

と
し
て
も
成
年
男
女
・
少
年
男
女
全
て

が
本
国
体
に
出
場
で
き
る
よ
う
頑
張
り

た
い
。
皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
致
し

ます。選
手
・
監
督
・
強
化
関
係
者
の
皆
さ

ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
と
同
時
に
本

当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
大
会
日
程
◇

十
月
十
四
日
①
　
開
始
式

十
五
日
㈲
～
十
七
日
㈹
　
競
技

十
八
日
㈱
　
表
彰
式

成
績
お
よ
び
選
手
団
は
次
の
通
り
。

◆
成
年
男
子
◆

総
合
第
1
0
位

縦
　
走

第
1
位
　
〈
入
賞
）

（
鏑
木
3
位
、
桜
井
8
位
）

踏
　
査
　
　
第
3
位
　
（
入
賞
）

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

第
4
5
位

の
鏑
木
を
中
心
に
新
し
く
桜

井
・
林
の
両
選
手
を
加
え
、

強
化
を
図
っ
た
。
縦
走
は
当

初
か
ら
強
力
で
あ
っ
た
が
、

踏
査
に
お
い
て
も
十
分
に
手

応
え
を
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ

ま
で
行
き
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

だ
け
が
課
題
と
し
て
残
っ
た
。

成
年
女
子
は
昨
年
の
入
賞

メ
ン
バ
ー
が
そ
の
ま
ま
残
り
、

今
年
は
上
位
入
賞
を
狙
っ
て

い
た
が
、
七
位
に
止
ま
り
、

踏
査
が
悔
や
ま
れ
る
結
果
と

な
っ
た
。

少
年
は
男
女
と
も
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
の
壁
を
破
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
他
県
の
走

新
年
度
よ
り
急
遽
事
業
部
長
を
引
き

継
ぎ
、
心
の
準
備
の
な
い
ま
ま
、
十
二

年
間
続
け
て
来
た
事
業
で
あ
り
ま
す
カ

レ
ン
ダ
ー
の
製
作
に
入
り
ま
し
た
。

部
長
交
替
と
こ
れ
ま
で
の
印
刷
会
社

の
廃
業
等
で
、
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

と
い
っ
た
感
じ
の
中
、
八
木
原
理
事
長

の
協
力
で
製
作
会
社
を
探
し
、
製
作
交

渉
・
デ
ザ
イ
ン
・
費
用
等
具
体
的
な
打

合
せ
に
入
り
ま
し
た
。

作
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

同
様
岳
連
会
員
の
応
募
協
力
を
い
た
だ

き
、
ま
た
、
選
考
に
つ
き
ま
し
て
は
、

岳
連
理
事
で
あ
り
長
く
上
毛
写
真
連
盟

審
査
委
員
を
つ
と
め
ら
れ
ま
し
た
池
沢

常
平
氏
に
一
任
し
、
デ
ザ
イ
ン
も
一
新

し
、
予
定
通
り
九
月
に
出
来
上
が
り
ま

した。今
回
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
二
四
〇
〇

部
を
作
り
、
九
月
に
本
県
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
全
日
本
登
山
体
育
大
会
に
参
加

の
岳
人
へ
の
記
念
品
と
し
て
利
用
し
て

い
た
だ
き
、
辞
馬
の
山
を
全
国
に
ア
ッ

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
製
作
分
も
各
会
の
ご
理
解
ご

協
力
の
も
と
、
ほ
ぼ
完
売
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
会
計
・
残
務
整
理
を
済
ま

し
次
回
の
準
備
を
考
え
な
が
ら
、
カ
レ

ン
ダ
ー
の
み
に
限
ら
ず
、
事
業
部
と
し

て
の
充
実
し
た
方
向
に
も
っ
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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まんぐ畠山

ブ
ロ
ー
ド
・
ピ
ー
ク
登
山
隊

2
0
0
0

隊
　
長
　
名
　
塚
　
季
　
二

二
十
年
ぶ
り
の
前
橋
山
岳
会
で
の
ヒ

マ
ラ
ヤ
遠
征
。
ス
ワ
ル
ガ
ロ
ヒ
ニ
（
六

二
五
二
m
）
　
は
、
私
達
の
力
不
足
も
あ

り
、
最
高
到
達
点
五
四
〇
〇
m
で
の
敗

退
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
何
度
か
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
行
こ

う
と
話
は
出
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
会
員
の

職
場
の
都
合
や
家
庭
の
事
情
等
で
、
計

画
を
立
ち
上
げ
る
事
な
く
時
が
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
前
橋
山
岳
会
で
も
う
一
度

と
い
う
思
い
が
強
く
、
私
は
岳
連
隊
の

ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
に
六
回
参
加
し
、
久
保

田
昌
幸
は
、
九
九
年
秋
に
岳
連
隊
の
シ

シ
ャ
パ
ン
マ
に
参
加
し
、
七
四
〇
〇
m

ま
で
し
か
到
達
出
来
な
か
っ
た
が
、
自

信
を
深
め
た
よ
う
で
、
松
田
達
彦
は
海

外
登
山
の
経
験
は
全
く
な
い
が
、
国
内

で
行
な
っ
て
き
た
数
多
く
の
山
行
を
生

か
し
て
、
有
酸
素
で
あ
れ
ば
頂
上
に
立

て
る
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
ち
が
一

つ
に
な
っ
て
、
ブ
ロ
ー
ド
・
ピ
ー
ク
遠

征
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

六
月
十
二
日
、
日
本
出
発
。
K
2
南

々
束
リ
ブ
、
東
壁
隊
の
寺
沢
・
飛
田
・

山
野
井
夫
妻
と
一
緒
と
な
り
、
経
費
節

約
の
た
め
、
ス
カ
ル
ド
へ
の
ト
ラ
ッ
ク
、

バ
ス
を
一
緒
に
し
た
。
イ
ス
ラ
マ
バ
ー

ド
で
は
酷
暑
の
中
、
三
日
で
再
梱
包
を

終
え
、
二
日
間
バ
ス
に
揺
ら
れ
ス
カ
ル

ド
に
到
着
。

六
月
十
九
日
に
ス
カ
ル
ド
を
出
発
。

二
十
六
日
に
B
C
　
（
四
九
〇
〇
m
）
　
を

建
設
。
私
達
が
B
C
に
入
っ
た
時
、
す

で
に
五
隊
が
登
山
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
労
山
隊
は
ブ
ロ
ー
ド
の
後
K
2
も

登
る
計
画
で
入
っ
て
い
た
。
す
で
に
C

4
ま
で
ル
ー
ト
は
伸
び
て
、
ア
タ
ッ
ク

体
勢
に
入
っ
て
い
た
。

二
十
九
日
よ
り
登
山
活
動
を
開
始
。

初
日
か
ら
天
候
が
不
安
定
で
、
午
後
に

は
嚢
ま
じ
り
の
雨
と
な
っ
た
。
六
月
中

旬
頃
ま
で
は
天
候
は
安
定
し
て
い
た
と

の事。B
C
～
C
l
往
復
に
松
田
が
九
時
間

も
か
か
っ
て
し
ま
い
、
順
応
が
う
ま
く

行
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

出
発
前
、
海
登
研
で
ミ
ヤ
マ
の
宮
崎

さ
ん
が
、
松
田
は
、
B
C
ま
で
の
キ
ャ

ラ
バ
ン
は
、
二
人
と
一
緒
に
行
動
し
て

い
る
と
高
度
順
応
が
出
来
な
い
か
ら
、

松
田
用
に
コ
ッ
ク
と
キ
チ
ン
ボ
ー
イ
を

雇
い
、
日
数
を
掛
け
て
B
C
に
入
る
よ

う
に
し
た
ら
、
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を

貰
っ
た
が
、
い
か
ん
せ
ん
資
金
面
で
そ

う
も
行
か
ず
、
又
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
中
は

二
人
と
一
緒
に
歩
か
ず
、
ゆ
っ
く
り
後

か
ら
来
て
下
さ
い
と
言
っ
た
が
、
本
人

は
氷
河
の
中
で
迷
子
に
な
っ
て
し
ま
う

の
か
恐
い
よ
う
で
、
結
局
B
C
ま
で
私

達
と
離
れ
ず
、
同
じ
時
間
で
各
々
の
宿

泊
地
に
到
着
し
て
い
た
。
そ
の
せ
い
か
、

初
期
高
度
順
応
が
出
来
て
お
ら
ず
、
七

月
三
日
の
C
2
へ
の
順
応
は
C
2
に
到

達
で
き
ず
、
一
度
パ
イ
ユ
ま
で
降
り
て

も
ら
っ
た
。

久
保
田
は
、
各
キ
ャ
ン
プ
に
辿
り
着

く
が
、
初
高
度
で
の
宿
泊
翌
日
は
パ
ル

ス
メ
ー
タ
ー
数
値
が
低
く
、
C
2
・
C

3
共
に
翌
日
B
C
ま
で
降
り
て
い
る
。

こ
れ
は
時
間
を
か
け
る
し
か
な
く
、
ア

タ
ッ
ク
は
有
酸
素
で
行
う
事
に
し
た
。

二
十
四
日
、
一
回
目
の
ア
タ
ッ
ク
。

朝
か
ら
天
候
が
悪
く
、
早
々
に
C
4
に

引
き
返
し
た
。

二
十
五
日
は
労
山
隊
の
三
名
と
一
緒

に
出
た
が
、
昨
日
同
様
天
候
が
悪
く
、

ラ
ッ
セ
ル
が
き
つ
い
。
十
二
時
頃
コ
ル

に
出
て
先
を
急
ぐ
が
ス
ピ
ー
ド
は
上
が

ら
ず
、
途
中
、
久
保
田
の
酸
素
が
終
わ

っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
頂
上
は
も

う
少
し
と
思
い
登
高
を
続
け
た
が
、
前

衛
峰
の
直
下
で
十
六
時
と
な
り
、
こ
れ

以
上
続
け
て
は
危
険
と
考
え
C
4
へ
戻

る
事
に
し
た
。
労
山
隊
の
二
人
は
ビ
バ

ー
ク
の
用
意
が
有
る
と
の
こ
と
で
登
高

を
続
け
、
残
っ
た
一
人
と
下
降
を
開
始

した。畿
分
、
久
保
田
が
遅
れ
だ
し
た
。
各

ピ
ン
で
待
ち
な
が
ら
様
子
を
見
て
い
る

と
、
二
・
三
歩
下
っ
て
は
休
む
繰
り
返

し
で
、
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
。
す
で

に
高
山
病
に
掛
か
っ
て
い
た
。

一
緒
に
登
っ
た
ハ
イ
ポ
ー
タ
ー
は
先

に
降
り
て
し
ま
い
、
久
保
田
に
は
自
力

で
降
り
て
も
ら
う
し
か
な
く
、
時
に
は

甘
い
言
葉
を
か
け
、
時
に
は
大
き
い
声

を
出
し
な
が
ら
下
降
を
続
け
た
。
コ
ル

ま
で
来
る
と
意
識
が
は
っ
き
り
し
て
き

た
が
、
休
み
休
み
の
下
降
で
あ
る
。
本

人
は
酪
酎
状
態
の
時
、
八
ヶ
岳
・
穂
高

に
居
る
錯
覚
を
起
こ
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
二
十
時
半
、
C
4
へ
帰
幕
。
翌

日
B
C
へ
下
山
。

酸
素
残
量
が
わ
か
っ
て
い
た
の
だ
か

ら
、
も
っ
と
早
く
、
酸
素
が
残
っ
て
い

る
う
ち
に
頂
上
を
あ
き
ら
め
、
下
山
さ

せ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

松
田
は
十
四
日
に
パ
イ
ユ
か
ら
戻
っ

て
き
た
。
各
キ
ャ
ン
プ
間
へ
の
ス
ピ
ー

ド
は
遅
い
が
、
確
実
に
高
度
を
稼
い
で

い
る
。
二
十
三
日
に
は
C
3
に
到
達
し

た。
二
十
七
日
、
B
C
よ
り
C
2
へ
の
移

動
中
、
C
l
付
近
で
左
太
も
も
に
落
石

を
受
け
、
七
m
程
の
裂
傷
で
、
一
緒
に

行
動
し
て
い
た
ハ
イ
ポ
ー
タ
ー
と
共
に

B
C
に
下
降
し
て
も
ら
う
。

今
回
、
ド
ク
タ
ー
は
居
な
か
っ
た
が
、

幸
い
に
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
隊
の
ド
ク
タ
ー

が
面
倒
を
見
て
く
れ
た
。

私
と
ハ
イ
ポ
ー
タ
ー
は
一
度
C
2
へ

降
り
、
二
十
八
日
に
再
度
C
4
に
入
っ

た
。
天
候
は
二
十
六
日
よ
り
晴
天
が
続

き
、
二
十
九
日
、
三
度
目
の
ア
タ
ッ
ク
。

雪
は
よ
く
締
ま
り
、
前
回
の
ア
タ
ッ
ク

が
嘘
の
よ
う
で
あ
る
。
二
十
五
日
に
八

〇
〇
〇
m
近
く
ま
で
行
っ
て
い
た
事
も

あ
っ
て
か
、
高
度
に
も
悩
ま
さ
れ
ず
、

コ
ル
七
時
三
十
九
分
、
前
衛
峰
九
時
三

十
八
分
、
頂
上
十
時
三
十
五
分
。
無
風

快晴。出
発
間
際
で
、
隊
員
の
参
加
・
不
参

加
と
事
務
手
続
き
で
振
り
回
さ
れ
、
登

頂
者
一
名
で
あ
っ
た
が
、
参
加
し
た
松

田
・
久
保
田
が
又
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
行
っ
て

み
た
い
と
考
え
て
も
ら
え
れ
ば
大
成
功

で
あ
る
。
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まんぐ畠山

酷

辞
馬
県
高
体
連
登
山
専
門
部
は
、
昭

和
二
十
四
年
、
初
代
委
員
長
の
川
浦
三

四
郎
の
も
と
、
加
盟
校
七
校
で
創
立
さ

れ
、
以
来
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
組
織

の
確
立
と
活
動
の
活
性
化
と
安
全
登
山

の
確
立
と
を
目
指
し
て
五
十
年
の
年
月

を
刻
ん
で
来
た
。

本
来
な
ら
ば
、
そ
の
節
目
で
あ
る
昨

年
度
、
記
念
の
事
業
を
執
り
行
う
は
ず

だ
っ
た
が
、
第
四
十
三
回
関
東
高
等
学

校
登
山
大
会
の
開
催
県
で
あ
っ
た
た
め
、

諸
事
業
を
今
年
度
に
繰
り
延
べ
、
今
夏
、

そ
の
一
つ
と
し
て
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
遠

征
を
行
っ
た
。

今
回
の
遠
征
は
、
平
成
九
年
の
遠
征

か
ら
間
も
な
い
こ
と
も
あ
り
、
二
十
日

間
程
度
の
日
程
で
あ
る
な
ら
ば
よ
り
多

く
の
顧
問
の
参
加
が
望
め
る
で
あ
ろ
う

と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
足
を

踏
み
入
れ
た
こ
と
の
な
い
山
域
で
と
考

え
た
未
、
サ
フ
ァ
リ
と
い
う
若
干
の
お

ま
け
も
付
く
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
と
な
っ

た
と
い
う
経
緯
で
あ
る
。

以
下
、
情
報
提
供
も
兼
ね
て
キ
リ
マ

ン
ジ
ャ
ロ
遠
征
の
概
略
を
報
告
し
た
い
。

◆
隊
の
名
称
　
群
馬
県
高
校
教
職
員
キ

リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
登
山
隊
　
（
G
T
K
E
2

0
0
0
）

◆
登
山
対
象
　
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
山

（
五
、
八
九
五
m
）
　
マ
テ
ヤ
メ
ル
ー
ト
～

山
頂
～
ム
エ
カ
ル
ー
ト

◆
遠
征
期
間
　
平
成
十
二
年
七
月
二
十

日
～
八
月
六
日
　
（
サ
フ
ァ
リ
含
む
）

◆
隊
編
成

隊
　
長
　
角
田
二
三
男
　
（
伊
　
女
）

副
隊
長
　
小
林
　
達
也
　
（
利
根
実
）

封
比
地
　
昇
　
（
太
西
女
）

総
　
務
　
大
澤
　
　
清
　
（
前
橋
工
）

会
　
計
　
原
　
　
成
美
　
（
藤
岡
女
）

柿
沼
　
　
稔
　
（
高
崎
女
）

輸
　
送
　
日
向
野
克
己
　
（
顧
問
O
B
）

登
坂
　
　
巌
　
（
顧
問
O
B
）

中
澤
　
　
中
　
（
館
林
女
）

大
野
　
真
也
　
（
大
　
泉
）

装
　
備
　
梅
澤
　
正
紘
　
（
伊
　
南
）

相
原
　
隆
男
　
（
太
田
束
）

食
　
料
　
薗
田
　
武
明
　
〈
新
田
暁
）

澤
田
　
政
男
　
（
藤
岡
高
）

新
井
　
伸
栄
　
（
前
橋
束
）

小
林
　
元
雄
　
（
顧
問
O
B
）

医
　
療
　
鈴
木
　
和
博
　
（
顧
問
O
B
）

横
山
　
寿
雄
　
（
高
崎
工
）

記
　
録
　
岡
　
　
重
雄
　
（
顧
問
O
B
）

宮
崎
　
捷
二
　
（
桐
生
高
）

◆
日
　
程

7
／
2
0
　
成
田
～
（
A
I
）
～
ム
ン
バ
イ

8
／
1

ム
ン
バ
イ
～
（
A
I
）
～
ナ
イ

ロ
ビ

ナ
イ
ロ
ビ
～
ア
ン
ボ
セ
リ
N

Pア
ン
ボ
セ
リ
N
P
～
ア
リ
ユ

ーシャ
ア
リ
ユ
ー
シ
ャ
～
モ
シ
　
（
休

養）モ
シ
～
マ
チ
ヤ
メ
C
　
（
二
九

八
〇
m
）

マ
テ
ヤ
メ
～
シ
ラ
C
　
（
三
八

〇
〇
m
）

シ
ラ
～
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
C

～
シ
ラ

シ
ラ
～
ア
ロ
ー
グ
レ
ー
シ
ャ

C
　
（
四
八
〇
〇
m
）

ア
ロ
ー
グ
レ
ー
シ
ャ
～
ウ
フ

ル
ピ
ー
ク
～
ミ
レ
ニ
ア
ム
C

（
三
八
〇
〇
m
）

ミ
レ
ニ
ア
ム
～
ア
リ
ユ
ー
シ

ャア
リ
ユ
ー
シ
ャ
～
ク
ラ
ン
キ

ー
レ
N
P
～
カ
ラ
ト
ゥ
C

カ
ラ
ト
ゥ
C
～
ゴ
ロ
ン
ゴ
ロ

N
P
～
シ
ン
パ
C

シ
ン
パ
～
ア
リ
ユ
ー
シ
ャ

ア
リ
ユ
ー
シ
ャ
～
ナ
イ
ロ
ビ

ナ
イ
ロ
ビ
～
（
A
I
）
～
ム
ン

バ
イ

ム
ン
バ
イ
～
（
A
I
）
～

成
田

経
験
を
持
つ
超
ベ
テ
ラ
ン
ば
か

り
、
し
か
も
過
去
四
回
の
遠
征

隊
の
各
隊
長
三
人
が
顔
を
揃
え

る
と
い
う
、
ま
さ
に
中
高
年
登

山
隊
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

中
堅
と
も
言
え
る
三
十
歳
か
ら

四
十
五
歳
ま
で
の
顧
問
の
参
加

も
多
く
、
次
回
遠
征
隊
の
中
核

と
な
る
事
が
期
待
さ
れ
る
。

平
成
十
一
年
夏
に
準
備
会
、

今
年
五
月
に
登
山
隊
を
結
成
、

果
た
し
て
出
発
に
間
に
合
う
の

だ
ろ
う
か
と
危
惧
さ
れ
る
面
も

あ
っ
た
か
、
ベ
テ
ラ
ン
揃
い
の

◎
ベ
テ
ラ
ン
揃
い
の
隊
員

新
進
気
鋭
の
若
手
顧
問
が
多
数
参
加
、

と
期
待
さ
れ
た
が
、
登
山
隊
の
陣
容
が

は
っ
き
り
し
て
み
れ
ば
、
過
去
に
遠
征

威
力
は
絶
大
で
、
過
去
の
経
験

が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
。
そ
の
反
面
、

思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
肝
心
の
話
が

後
回
し
に
な
る
こ
と
も
度
々
だ
っ
た
。

ま
た
、
黄
熱
病
や
A
型
肝
炎
、
破
傷
風
、

狂
犬
病
と
い
っ
た
予
防
接
種
の
情
報
交

換
の
場
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
マ
ラ

リ
ア
対
策
談
義
と
な
っ
た
り
と
、
と
か

く
医
療
関
係
へ
と
話
題
が
逸
れ
て
い
っ

た
の
は
致
し
方
な
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

◎
登
山
の
概
要

隊
員
一
名
に
つ
き
ポ
ー
タ
ー
二
名
を

雇
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

ポ
ー
タ
ー
四
十
名
、
そ
れ
に
チ
ー
フ
ガ
イ

ド
一
名
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ガ
イ
ド
兼
コ

ッ
ク
三
名
、
総
勢
六
十
四
人
の
隊
編
成

と
な
っ
た
。
マ
テ
ヤ
メ
村
は
水
や
緑
が

豊
富
で
、
バ
ナ
ナ
や
コ
ー
ヒ
ー
の
実
り

豊
か
な
村
だ
っ
た
。
こ
れ
も
キ
リ
マ
ン

ジ
ャ
ロ
の
恩
恵
な
の
だ
ろ
う
。
ゲ
ー
ト

で
は
一
人
一
人
が
書
類
に
記
入
し
、
エ

ン
ト
リ
ー
料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
通
過
に
随
分
と
時
間
が
か
か
っ
た
。

登
山
行
動
初
日
は
終
日
、
熱
帯
雨
林

の
ぬ
か
る
み
の
中
を
行
く
。
途
中
ヒ
ル

が
い
る
と
聞
き
、
い
つ
頭
上
か
ら
バ
サ

バ
サ
と
落
ち
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
と
気

が
気
で
は
な
か
っ
た
が
、
遭
遇
し
な
い

で
済
ん
だ
。
ま
た
、
心
配
さ
れ
た
マ
ラ

リ
ヤ
蚊
も
山
中
で
は
見
か
け
な
か
っ
た
。

マ
テ
ヤ
メ
ル
ー
ト
は
予
想
以
上
に
好

ル
ー
ト
だ
っ
た
。
テ
ン
ト
サ
イ
ト
も
多

数
、
点
在
し
て
い
る
。
当
初
、
最
終
キ

ャ
ン
プ
地
に
予
定
し
て
い
た
ラ
バ
タ
ワ

ー
ハ
ッ
ト
は
、
現
在
で
は
小
屋
も
な
く
、

キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
先
、
四
八

〇
〇
m
の
ア
ロ
ー
グ
レ
ー
シ
ャ
C
に
設

営
し
た
。
そ
こ
は
粗
末
な
ト
イ
レ
が
一

棟
あ
る
だ
け
の
平
坦
地
だ
っ
た
が
、
こ

こ
か
ら
の
氷
河
や
ピ
ー
ク
直
下
の
垂
壁
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ロープの扱い方実習（子持山にて）

まんぐ畠山

の
眺
望
は
圧
巻
で
あ
っ
た
。

二
十
八
日
、
現
地
時
間
の
午
後
十
時

半
起
床
。
気
温
マ
イ
ナ
ス
二
度
。
南
十

字
星
が
頭
上
に
あ
っ
た
。
体
調
を
崩
し

ミ
レ
ニ
ア
ム
C
へ
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
隊

員
一
人
と
別
れ
、
十
一
時
四
十
五
分
、

十
九
名
で
ウ
フ
ル
ピ
ー
ク
を
目
指
し
て

出
発
、
す
ぐ
さ
ま
急
登
と
な
っ
た
。
月

も
ま
だ
昇
ら
な
い
深
夜
の
行
動
で
も
あ

り
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
の
明
か
り
だ
け
が

不
安
定
な
足
元
を
照
ら
す
。
ウ
エ
ス
タ

ン
ブ
リ
ー
チ
に
出
る
直
前
の
壁
は
、
ザ

イ
ル
こ
そ
必
要
で
は
な
い
が
、
バ
ラ
ン

ス
を
崩
せ
ば
一
挙
に
転
落
す
る
地
形
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
凍
結
箇
所
も
所
々
に

あ
っ
た
。
そ
こ
を
高
度
障
害
と
思
わ
れ

る
睡
魔
に
襲
わ
れ
た
り
、
足
元
が
ふ
ら

つ
い
た
り
の
隊
員
が
行
く
。
今
に
し
て

思
え
ば
冷
や
汗
も
の
で
あ
っ
た
。

二
十
九
日
、
午
前
七
時
四
十
五
分
、

う
で
あ
っ
た
。
こ
の
ル
ー
ト
に
入
っ
た

日
本
人
は
我
々
が
初
め
て
だ
と
ム
エ
カ

ハ
ッ
ト
常
駐
の
レ
イ
ン
ジ
ャ
ー
が
言
っ

て
い
た
が
、
果
た
し
て
本
当
か
ど
う
か
。

ミ
レ
ニ
ア
ム
C
は
そ
の
名
の
通
り
今
年

出
来
た
ば
か
り
の
キ
ャ
ン
プ
だ
っ
た
。

三
十
日
、
一
気
に
下
り
、
モ
シ
の
ホ

テ
ル
に
落
ち
着
い
た
。
汗
を
流
し
た
後
、

「
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
ビ
ー
ル
」
　
で
の
祝
杯

は
格
別
で
あ
っ
た
。

◎
終
り
に

一
九
八
〇
年
の
シ
ャ
ル
ミ
リ
遠
征
か

ら
二
十
年
、
通
算
五
回
目
、
創
立
五
十

周
年
記
念
の
海
外
遠
征
は
、
至
れ
り
尽

く
せ
り
の
　
「
大
名
登
山
」
　
で
は
あ
っ
た

か
、
長
大
な
ア
フ
リ
カ
最
高
峰
に
立
っ

た
充
足
感
は
ま
だ
冷
め
や
ら
な
い
。
ま

た
、
今
回
の
遠
征
な
ら
で
は
の
経
験
も
、

次
に
生
き
る
経
験
で
あ
っ
た
と
確
信
し

て
い
る
。

気
温
マ
イ
ナ
ス
十
一
度
。
十
九

名
全
員
が
ウ
フ
ル
ピ
ー
ク
に
到

着
、
感
激
の
瞬
間
を
た
っ
ぷ
り

と
味
わ
っ
た
。
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ

ロ
の
登
頂
成
功
率
は
五
十
％
程

だ
と
い
う
。
我
々
に
劣
ら
ぬ
ガ

イ
ド
達
の
喜
び
よ
う
が
印
象
的

だ
っ
た
。
ガ
イ
ド
達
の
話
で
は

マ
チ
ヤ
メ
ル
ー
ト
は
別
名
　
「
ウ

イ
ス
キ
ー
ル
ー
ト
」
　
と
言
う
ら

し
い
。
ち
な
み
に
、
よ
く
知
ら

れ
た
マ
ラ
ン
グ
ル
ー
ト
の
別
名

下
山
に
使
用
し
た
ム
エ
カ
ル

ー
ト
は
富
士
山
の
砂
走
り
の
よ

平
成
十
二
年
は
、
全
日
本
登
山
体
育

大
会
が
本
県
の
谷
川
岳
で
開
催
さ
れ
た

事
も
あ
っ
て
、
恒
例
の
登
山
教
室
は
例

年
よ
り
も
や
や
遅
い
日
程
で
行
な
わ
れ

た
が
、
今
回
も
種
々
の
収
穫
を
得
て
終

わ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

今
年
度
は
全
六
回
の
日
程
で
実
施
し

た
が
、
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

◎
第
一
回
・
十
月
十
三
日
㊥

開
講
式
並
び
に
講
義

「
山
の
救
急
法
に
つ
い
て
」

◎
第
二
回
・
十
月
二
十
日
㊥
　
講
義

「
地
形
図
の
基
本
・
読
図
に
つ
い
て
」

◎
第
三
回
・
十
月
二
十
二
日
㈲
　
登
山

「
赤
城
山
・
3
コ
ー
ス
」

A
コ
ー
ス
　
白
樺
牧
場
、
鈴
が
岳

B
コ
ー
ス
　
出
張
、
薬
師
、
五
輪

C
コ
ー
ス
　
五
輪
、
薬
師
、
出
張

◎
第
四
回
・
十
月
二
十
七
日
㊥
　
講
義

「
天
気
図
の
見
方
・
書
き
方
」

◎
第
五
回
・
十
月
二
十
九
日
㈲
　
登
山

「
子
持
山
南
面
コ
ー
ス
」

奥
の
院
登
山
道
入
り
口
、
獅
子
岩
、

子
持
山
頂
・
柳
木
ケ
峰
、
大
ク
ル
ミ
、

奥
の
院
登
山
道
入
り
口
。

◎
第
六
回
・
十
一
月
一
日
㈱

討
議
・
質
疑
応
答
・
修
了
証
交
付

（
参
加
者
・
四
四
名
。
講
義
会
場
は

全
て
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

十
二
年
度
登
山
教
室
の
特
徴
は
、
日

程
の
最
後
に
設
け
た
討
議
の
時
間
に
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
通
常
は
、
最
終
日
の

ま
と
め
と
し
て
、
質
疑
応
答
、
感
想
発

表
程
度
で
終
了
し
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
今
回
は
日
程
を
一
日
増
や
し
、
最

終
日
に
参
加
者
全
員
に
よ
る
討
議
の
時

間
を
設
定
し
た
。
こ
れ
は
、
登
山
教
室

を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

内
容
は
、
体
が
不
調
に
な
っ
た
と
き

の
救
急
処
置
で
あ
る
と
か
、
熊
や
ス
ズ

メ
は
ち
、
あ
る
い
は
雷
に
遭
遇
し
た
と

き
の
対
処
法
な
ど
を
は
じ
め
ス
ト
ッ
ク

の
使
い
方
、
歩
き
方
な
ど
、
登
山
の
基

本
的
な
技
術
面
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る

が
、
基
本
は
い
つ
も
繰
り
返
し
習
得
の

場
を
持
つ
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で

は
大
事
な
時
間
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

い
わ
ゆ
る
中
高
年
者
を
主
体
と
し
た

登
山
の
隆
盛
は
相
変
わ
ら
ず
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
付
随
す
る
事
故
も
多
い
の
も
ま

た
事
実
で
あ
る
。
こ
の
一
種
の
社
会
問

題
と
も
言
う
べ
き
事
態
に
対
し
て
、
こ

の
登
山
教
室
の
試
み
が
、
さ
さ
や
か
な

が
ら
役
に
た
て
ば
と
願
う
も
の
で
あ
る
。

に
参
加
し
て
く
る
人
た

ち
が
、
ど
の
よ
う
な
考

え
を
持
ち
、
ま
た
ど
の

よ
う
な
事
を
望
ん
で
い

る
の
か
を
直
に
知
り
た

い
と
言
う
こ
と
も
あ
る

が
、
せ
っ
か
く
五
日
間

行
動
を
共
に
し
た
仲
間

と
し
て
、
よ
り
深
く
交

流
を
深
め
合
う
と
い
う

狙
い
も
あ
っ
た
わ
け
で

ある。討
論
は
全
員
が
発
言

し
、
一
種
の
経
験
交
流

の
形
を
と
り
な
が
ら
も
、

そ
れ
ぞ
れ
が
知
り
た
い

こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
、

か
な
り
有
意
義
な
時
間
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鴫の店　ドライバーレストラン

一審機器　離　しゝ

利根郡白沢村（国道120号線）　TEL。0278”53臆2053

くらしに緑を　家庭に花を　各種鉢物生産・販売・宅配

′J、野　園　蕃

利根郡白沢村平出1005

TEL　0278”53臆2749　温室　TEL。FAX　0278”53鵜3987

襲診「麗二鶉I捗「麗鯵錠I霞園
沼田高上久屋町1231TEL・FAX　0278－23－6802

、くさ 
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墓 火丁 篭 専 門　店

．器　璃
32　3　－88　6　7
34　3　－　0　2　7　0

群馬なすびの会会員

電話、弱電工事

薮竃灘棚強酸
〒379－2223

佐波郡東相乗小保方252

℡　0270－62°2012
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（存）山とスキーの庸葎　躍
Drea調ROX

伊勢崎市富子町1819－1

TEL　0270－21－8025

FAX　0270－21－8026

本店（山の談話室楼蘭）
伊勢崎市中央町18－8
TEL O270－25－0272
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登山隊遠征 
ゝ �������穐 ����o ��議 

讃要義 � � 

ヽ �� � � � � � � �磁 � � 

個人手配からフルパッケージ・

ツアーまで海外旅行に関するす

べてをお手伝いします

ディスカウント臨空鶉 

：●世界各地への航空券 

場職 �� 

トレッキング 

資簿パール、インドヨーロッパ・ 
17 ��二二・三÷ �� � � � 

一二二二一 ∴∴∴∴∴ �∴∴∴　＿一一一 � ��∴ � � � ��∴∴∴∴∴∴∴ � 

∴ ミミミ 

∴∴∴： �∴一∴∵「一一「∴∴∴ ∴∴　∴∵∴ �� � � � �∴∴∴　　　∴∴ �� �桑ミ ∴ 

何でもお気軽にご相談ください
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◆ 

寓屋建設グループ
歴史、信用、技術をもって、21世紀の人間と環境を考える。

鷲寓屋建議議
書本社　群馬県沼田市上原町1756－2　TEL0278－23－4648（代）　FAX0278－24－3371

臆支店　東京都豊島区東池袋4－2－7 TEL03－3985－7631　　　FAX03－3982－5964
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